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先月の振り返り: 8月のドル円相場は109円前半～110円後半で推移。7月末から続いたドル安も、ク

ラリダFRB副議長のタカ派発言や良好な経済指標発表を受けて反転し、110円後半までドル高が進

行。ただ中旬に発表された経済指標が軒並み市場予想を下回ったことでドル売り優勢となり、109円

前半まで円高ドル安が進行した。その後は9月のFOMCでテーパリング開始決定の可能性が高まったこ

とでドルは買い戻され110円台を回復する場面も見られたが、月末のパウエルFRB議長の議会講演を

控えて110円を挟んだ展開。パウエルFRB議長の講演で利上げ観測が後退し109円半ばとなったものの

実需の買いが入るなどしてドル安は長続きせず、109円後半での持ち合い相場だった。
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EXTRA VISION

　小売売上高

　日銀金融政策決定会合

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

今後の展開: 米国の金融政策に注目が集まっており、今後の利上げ時期をめぐり売り

買いが交錯している。9月のFOMCでは金利据え置きとみられているが、今後の利上げ

時期を予想する上でもFOMC終了後のパウエルFRB議長の発言に注目したい。新型コロ

ナ感染拡大のニュースにマーケットの反応は限定的だが、新たな新型コロナ変異株情

報が出てきており、現在流行しているデルタ変異株と比べて感染力やワクチン耐性次

第ではマーケットも反応してくるだろう。またアフガニスタン問題に関しても今後の

地政学リスク要因になりうるため、突発的な動きに対応できるようにしておきたいと

ころだ。

　英中銀政策金利
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米ドル円為替レート（終値ベース）(円)

今月の主な経済指標 ※日本時間


